
イトトヽ

北
海
道
泊
原
発
が
５
日
に

定
期
検
査
に
入
り
、
日
本
の

５０
基
の
原
発
す
べ
て
が
止
ま

っ
た
。
そ
の
上
で
、
〈
マ
夏
の
電

力
供
給
に
支
障
が
な
け
れ

ば
、
国
民
は
「原
発
は
必
要
が

な
い
」
と
思

っ
て
し
ま
う
。

こ
れ
は
原
子
力
村

（原
子
力

利
益
共
同
体
）
に
と

っ
て
我

慢
な
ら
な
い
事
態
な
の
だ
。

東
京
電
力
（東
電
）
が
事
実
上

崩
壊
し
、
電
力
会
社
１０

社
の
ト
ッ
プ
に
躍
り
出

た
関
西
電
力

（
関
電
）

に
と

っ
て
は
、
国
内
最

大
の
原
発
を
持

っ
て
い

る
だ
け
に
死
活
問
題
と

な
る
。
そ
の
た
め
大
飯

原
発
３
、
４
号
再
稼
働

盤
　
へ
の
シ
ナ
リ
オ
は

「野

皿
　
田
政
権
の
閣
僚
会
議
」

＝喘
螺
艶

が
わ
ず
か
Ｈ
日
間
で

“出
　
「安
全
基
準
」
を
つ
く

＝
一
り
、
関
電
は

「待

っ
て

ま
し
た
」
と
ば
か
り
に

尭畠甚亀嘉轟妻

大
飯
原
発
の
再
稼
働

「
工
程
表
」
を
出
し
、
原
発

地
元
自
治
体
だ
け
に
「理
解
」

を
押
し
付
け
る
と
い
う
や
り

方
だ
。
ま
さ
に
得
意
な

「や

ら
せ
」
的
手
法
を
マ
ス
コ
ミ

を
通
じ
て
展
開
し
て
き
た
。

関
電
は
、
ま

っ
た
く
反
省

も
せ
ず
社
内
で
は

「
エ
ネ
ル

ギ
ー
広
報
キ
ャ
ラ
バ
ン
」
の

名
称
で
全
社
員
対
象
の
原
発

教
育
を
行
．っ
て
い
る
。
実
施

目
的
は
、
従
業
員
の
中
に
広

が
る
不
安
と
動
揺
の
払
拭
を

図
る
と
し
て
い
る
。
説
明
内

容
は

「
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の

動
向
や
ス
ト
レ
ス
テ
ス
ト
、

再
稼
働

へ
の
工
程
、
放
射
能

の
知
識
、
原
発
の
必
要
性
」
で

あ
り
、
ま
さ
に

「新
原
発
安

全
神
話
」
を
つ
く
る
た
め
全

力
で
教
育
し
て
い
る
の
だ
。

鸞
↓
―
◎
４

止
警

一
方
、
こ
の
見
え
透
い
た

「新
安
全
神
話
」
を
批
判
す

る
人
々
は
、
１６
万
人
に
上
る

福
島
県
の
原
発
被
害
者
だ
け

で
は
な
い
。
若
狭
原
発
か
ら

１
０
０
よ
圏
内
に
あ
る
関
西

各
府
県
の
住
民
や
自
治
体
が

再
稼
働
に
反
対
す
る
意
見
を

連
日
発
信
し
、
行
動
を
展
開

し
て
い
る
。

４
月
２２
日
に
は
、
大
飯
原

発
を
対
岸
に
見
渡
せ
る
福
井

県
小
浜
市
で

「再
稼
働
反
対

緊
急
集
会
」
が
開
か
れ
、
京

都
や
大
阪
、
石
川
な
ど
か
ら

に

カ

も
参
加
が
あ

っ
た
。
ま
た
、
２８

日
に
は
大
阪

・
中
之
島
の
関

電
本
店
を
取
り
巻
く
デ
モ
も

行
わ
れ
た
。
こ
う
し
た
声
に

耳
を
傾
け
る
こ
と
こ
そ
、
公

共
的
事
業
体
で
あ
る
関
電
に

求
め
ら
れ
る
態
度
で
あ
る
。

宰

―

◎
事

轟

再
稼
働
を
許
せ
な
い
理
由

は
５
点
あ
る
。
①
国
会
や
民

間
専
門
家
な
ど
の
福
島
第
１

原
発
事
故
調
査
委
員
会
報
告

が
ま
だ
出
さ
れ
て
い
な
い
②

日
本
海
側
で
は
大
陸
プ
レ
ー

ト
に
よ
る
東
西
日
本
列
島
の

ゆ
が
み
で
東
は
新
潟
方
面
、

西
は
鳥
取
か
ら
北
九
州
で
大

地
震
が
起
き
た
が
、
列
島
地

震
活
動
期
が
こ
れ
か
ら
約
４０

年
間
続
き
、
地
震
学
者
た
ち

は
、
近
年
起
き
て
い
な
い
若

狭
湾
付
近
に
最
も
危
険
が
迫

っ
て
い
る
と
示
唆
し
て
い
る

③
政
府
が
隠
し
て
き
た
Ｓ
Ｐ

Ｅ
Ｅ
Ｄ
Ｉ

（放
射
能
の
拡
散

予
測
）
が

一
部
公
開
さ
れ
、

‐５
基
の
若
狭
原
発
の
ど
れ
か

が
福
島
第
１
原
発
並
み
の
事

故
に
な

っ
た
と
き
、
琵
琶
湖

汚
染
は
も
と
よ
り
、
真
南
の

阪
神
間
や
大
阪
府
北
部
ま
で

汚
染
が
広
が
る
④

「今
夏
は

停
電
か
も
…
」
と
の
宣
伝
に

よ
る
関
電
の
「供
給
力
不
足
」

は
い
昨
年
以
降
発
表
の
た
び

に
９

・
０
％
、
‐３

・
９
％
、

‐９

・
６
％
、
‐８

・
４
％
と
変

わ
り
、
そ
の
根
拠
と
な
る
他

電
力
か
ら
の
融
通
、
自
家
発

電
か
ら
の
購
入
な
ど
が
公
表

さ
れ
な
い
⑤
今
夏
の
最
大
の

ポ
イ
ン
ト
と
な
る

「ピ
ト
ク

カ
ッ
ト
」

（
午
後
１
～
３
時

こ
ろ
、
Ｈ
年
は
１９
時
間
、
１２

年
は
５８
時
間
と
予
測
）
は
大

口
電
力
契
約
と
の
電
気
料
金

の
調
整
を
過
去
も
や

っ
て
き

た
し
、
働
く
人
々
の
労
働
条

件
を
配
慮
し
つ
つ
ピ
ー
ク
を

避
け
る
方
法
は
い
く
つ
も
あ

る
―
な
ど
で
あ
る
。

や
上
―
◎
恵
―
攀

現
在
の
世
論
動
向
を
見
る

と
、　
″
原
発
か
ら
自
然
エ
ネ

ル
ギ
ー

ヘ
″
　
″
地
産
地
消
の

電
気
を
〃
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を

か
か
げ
る
国
民
的
な
運
動
と

な

っ
て
き
て
い
る
。
日
本
は

太
陽
光
発
電
パ
ネ
ル
を
屋
根

に
付
け
て
い
る
住
宅
数
が
世

界

一
で
２
０
３
０
年
ま
で
に

１
０
０
０
万
戸
を
め
ざ
し
て

い
る
。
７
月
か
ら
風
力

・
バ

イ
オ

・
小
水
力
発
電
も
買
い

取
り
が
始
ま
る
。
た
だ
こ
れ

ら
の
設
備
は
、　
一
般
市
民
に

と

っ
て
は
依
然
高
額
で
、
２０

～
３０
年
保
全
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
そ
の
間
、
小
規
模

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
と
し
て
住
民

の
こ
と
を
よ
く
分
か

っ
て
い

る
電
気
工
事
、
屋
根
工
事
、

工
務
店
な
ど
建
築
関
連
事
業

者
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
が
必
要

と
な
る
。
地
域
に
根
ざ
し
た

あ
ら
ゆ
る
業
種
の
小
事
業
者

が
参
加
し
て
い
る
民
主
商
工

会
の
運
動
の
出
番
が
来
た
の

だ
ろ
う
。
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